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(57)【要約】
【課題】  被検者の経時的数値データである生体信号を
直接カルテ情報として電子記憶媒体に記憶保持し、その
生体信号を適宜適切な波形処理ないし波形解析を簡便か
つ迅速に行うことができる電子カルテシステムを提供す
る。
【解決手段】  生体信号をデータ保持するデータ保持メ
モリと、患者の個人情報の表示と共に生体信号を波形表
示する表示部と、前記表示部に前記生体信号を波形表示
するためのデータ処理を行う処理部と、前記表示部にお
ける前記生体信号の表示形態を操作する操作部とを具備
する電子カルテシステムにおいて、前記処理部には、前
記生体信号をそれぞれ所要の処理方式によりデータ処理
する特定処理部を備え、前記操作部を介して特定処理部
において選択された処理方式により、前記データ保持メ
モリに保持された前記生体信号をデータ処理して、前記
表示部に波形表示するよう構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体信号をデータ保持するデータ保持メ
モリと、
患者の個人情報の表示と共に生体信号を波形表示する表
示部と、
前記表示部に前記生体信号を波形表示するためのデータ
処理を行う処理部と、
前記表示部における前記生体信号の表示形態を操作する
操作部と、を具備する電子カルテシステムにおいて、
前記処理部には、前記生体信号をそれぞれ所要の処理方
式によりデータ処理する特定処理部を備え、
前記操作部を介して特定処理部において選択された処理
方式により、前記データ保持メモリに保持された前記生
体信号をデータ処理して、前記表示部に波形表示するよ
うに構成したことを特徴とする電子カルテシステム。
【請求項２】  前記表示部には、患者の個人情報を表示
する患者個人情報表示領域と、生体信号を表示するため
の生体信号波形表示領域と、前記生体信号を前記特定処
理部において所要の処理方式でデータ処理する選択操作
をするための選択表示領域とを設け、操作部によって前
記選択表示領域に表示された所要の処理方式を選択操作
することにより、前記特定処理部において選択された処
理方式により前記生体信号をデータ処理して、前記生体
信号波形表示領域に波形表示するように構成したことを
特徴とする請求項１記載の電子カルテシステム。
【請求項３】  前記処理部における生体信号を前記表示
部に波形表示するためのデータ処理方式は、帯域除去フ
ィルタ、低域除去フィルタ、低域通過フィルタ、筋電除
去フィルタ、ハムフィルタまたは体動除去フィルタのう
ち少なくともいずれか１つによりデータ処理することを
特徴とする請求項１または２記載の電子カルテシステ
ム。
【請求項４】  前記処理部における生体信号を前記表示
部に波形表示するためのデータ処理方式は、指定された
波形個所間の時間長さまたは指定された波形個所の物理
量を即時に演算し、
前記表示部は、前記時間長さまたは物理量を表示するこ
とを特徴とする請求項１ないし３のうちいずれか１つに
記載の電子カルテシステム。
【請求項５】  前記表示部は、患者に施された処置また
は処方を表示し、
前記データ保持メモリに保持された前記生体信号は、前
記処置または処方が患者に施された時点と関係付けられ
て保持され、
前記処理部は、前記操作部により前記処置または処方の
うち特定の処置または処方が指定されることにより、前
記特定の処置または処方が施されたじてんにおける前記
生体信号を、前記表示器に表示させるように処理するこ
とを特徴とする請求項１ないし４のうちいずれか１つに
記載の電子カルテシステム。
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【請求項６】  前記処理部における生体信号を前記表示
部に波形表示するためのデータ処理方式は、前記生体信
号波形表示領域内の生体信号を拡大または縮小するデー
タ処理を行うことを特徴とする請求項１ないし５のうち
いずれか１つに記載の電子カルテシステム。
【請求項７】  前記データ保持メモリにおいてデータ保
持する前記生体信号は、デジタル信号であることを特徴
とする請求項１ないし６のうちいずれか１つに記載の電
子カルテシステム。
【請求項８】  前記生体信号は、心電図信号、脈波信
号、または脳波であることを特徴とする請求項１ないし
７のうちいずれか１つに記載の電子カルテシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、心電計や脈波計等
により被検者の心電図信号や脈波信号等の生体信号を検
出測定するに際し、これらの検出測定された生体信号を
波形情報としてカルテ情報と共に電子記憶媒体に記憶保
持することにより、過去に測定された生体信号を適宜適
切な波形処理ないし波形解析を行うことを可能とし、被
検者の病態や疾患の迅速な解明と適正な診断および所見
の開示とを行うことができると共に、医師による被検者
に対する迅速かつ適確な治療および投薬等の処置を可能
とする電子カルテシステムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】現今において、コンピュータを使用して
直接患者のカルテ情報を入力処理して、作成されたカル
テ情報を保管および検索可能に構成する電子カルテシス
テムが知られている。また、計測され、紙でプリントア
ウトされた心電図ないし脈波等をスキャナ等で取り込
み、電子カルテファイルに貼り付けるものや、計測され
た心電図ないし脈波等をＪＰＥＧ形式等で取り込み、こ
れを電子カルテファイルに貼り付けるという電子カルテ
システムが提案されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
電子カルテシステムにおいては、コンピュータ操作によ
り、蓄積された多数のカルテ情報の検索を簡便に行うこ
とが可能であるが、例えば患者のカルテ情報の中で、心
電図信号や脈波信号等の生体信号の情報について、紙で
プリントアウトされスキャナされた心電図や脈波あるい
はＪＰＥＧ形式等で記録された心電図や脈波を画面表示
できたとしても、十分な診断ができるほどの精度がな
く、また適宜適切な波形処理ができないので、波形解析
を行い診断を行うことは困難である。また、従来の電子
カルテシステムにおいては、記憶保持された心電図や脈
波等の生体信号を表示器において拡大ないし縮小して表
示することは可能であるが、診断に必要な精度がなく、
前記生体信号を多角的に処理して詳細な波形分析を行う
ことができない。そのため、例えば心電図の場合、虚血
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性心疾患、電解質異常、不整脈等の病態を、適確に診断
することは困難である。
【０００４】このような観点から、本発明者は、鋭意検
討並びに試作を重ねた結果、生体信号を経時的数値デー
タとして保持するためのデータ保持メモリと、患者の個
人情報の表示と共に生体信号を波形表示するための表示
部と、前記表示部に生体信号を波形表示するためのデー
タ処理を行う処理部と、前記表示部における生体信号の
表示形態を操作するための操作部とを備えた電子カルテ
のシステム構成とし、前記処理部においては、前記生体
信号を所要の処理方式によりデータ処理するように構成
すると共に、前記表示部においては、少なくとも前記生
体信号を波形表示するための表示領域を設け、前記生体
信号のデータ処理方式を適宜選択することにより、前記
表示部において波形表示された生体信号の異常状態を所
要の波形診断手法に従って簡便に分析することができ、
これにより患者に対する適正かつ迅速な病態や疾患の解
明と共に、適確な治療および投薬等の処置を医師が可能
となる電子カルテシステムを構築することができること
を突き止めた。
【０００５】また、この場合、前記電子カルテシステム
の表示部には、患者の個人情報を表示する患者個人情報
表示領域と、生体信号を表示するための生体信号波形表
示領域と、前記生体信号を前記特定処理部において所要
の処理方式でデータ処理する選択操作をするための選択
表示領域とを設け、操作部によって前記選択表示領域に
表示された所要の処理方式を選択操作することにより、
前記特定処理部において選択された処理方式により前記
生体信号をデータ処理して、前記生体信号波形表示領域
に波形表示するように構成すれば、前述した表示波形の
分析のための処理操作をより簡便にすることができるこ
とを突き止めた。
【０００６】そして、前記電子カルテシステムにおける
生体信号のデータ処理方式として、例えば生体信号とし
て心電図信号を取り扱う場合には、心電図におけるＰ波
の前方またはＱ波の前方で興奮が起こっていない個所に
基線（isoelectricline ）を表示画面に描かせることが
できる。これにより、Ｐ波、Ｑ波付近の波形形状を詳細
に分析でき、診断に役立たせることができる。また、Ｐ
－Ｐ間隔、Ｒ－Ｒ間隔、Ｑ－Ｑ間隔、ＱＲＳ幅、Ｑ－Ｔ
間隔、ＰＱ間隔、ＱＲＳ波の振幅の測定を行うことがで
きる。さらに、ＳＴ－Ｔ異常、Ｔ波の異常、異常Ｕ波、
Ｒ－Ｒインターバル等の分析を容易かつ簡便に行うこと
ができる。
【０００７】すなわち、これらの心電図信号の表示波形
の分析によって、次のような病態や疾患の解明を簡便か
つ迅速に行うことができる。
（１）ＱＲＳ幅の延長：〔心室期外収縮やＱＲＳ伝達障
害等〕
（２）Ｑ－Ｔ間隔の延長：〔虚血性心疾患、心不全、重
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症心筋障害、心筋炎、低Ｋ・Ｃa ・Ｍg 血症等〕
（３）Ｑ－Ｔ間隔の短縮：〔電解質異常等〕
（４）ＰＱ間隔の延長：〔房室ブロック等〕
（５）ＰＱ間隔の短縮：〔ＷＰＷ症候群等〕
（６）ＱＲＳ波の振幅の増大：〔心室肥大等〕
（７）ＱＲＳ波の振幅の減少：〔各種の異常等〕
（８）ＳＴ－Ｊ、ＳＴの上昇：〔虚血性心疾患、急性心
筋梗塞、異型狭心症、冠動脈攣縮性狭心症、急性心膜炎
等〕
（９）接合部（Ｊ点）性ＳＴ上昇・下降：〔心外膜下虚
血（傷害）、急性心筋梗塞初期等〕
（10）ＳＴ－Ｔの下降：〔心内膜下虚血（冠動脈疾
患）、高血圧性心疾患、大動脈弁狭窄症等〕
（11）接合部（Ｊ点）性ＳＴ下降：〔虚血性心疾患、狭
心症（発作時）、急性心筋梗塞または異型狭心症発作時
等〕
（12）Ｔ波の増高：〔急性心筋梗塞初期、電解質異常
等〕
（13）Ｔ波の平低化（陰性化）：〔心筋梗塞、冠不全に
よる心筋虚血、心内膜下梗塞、電解質異常等〕
（14）二相性Ｔ波：〔心室肥大、ジキタリス中毒、虚血
性心疾患等〕
（15）Ｐ波の有無、Ｐ波の形状、Ｐ波とＱＲＳ波の関連
（16）Δ波（デルタ波）の有無
（17）Ｔ波の形状
【０００８】従って、本発明の目的は、被検者の経時的
数値データである生体信号を直接カルテ情報として電子
記憶媒体に記憶保持し、その生体信号を適宜適切な波形
処理ないし波形解析を簡便かつ迅速に行うことができる
電子カルテシステムを提供することにある。そして、こ
の電子カルテシステムの利用により、被検者の病態や疾
患の迅速な解明と適正な診断および所見の開示並びに被
検者に対する迅速かつ適確な治療ないし投薬等の処置を
医師が行うことができるようにすることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記の目的を達成するた
め、本発明に係る電子カルテシステムは、生体信号をデ
ータ保持するデータ保持メモリと、患者の個人情報の表
示と共に生体信号を波形表示する表示部と、前記表示部
に前記生体信号を波形表示するためのデータ処理を行う
処理部と、前記表示部における前記生体信号の表示形態
を操作する操作部と、を具備する電子カルテシステムに
おいて、前記処理部には、前記生体信号をそれぞれ所要
の処理方式によりデータ処理する特定処理部を備え、前
記操作部を介して特定処理部において選択された処理方
式により、前記データ保持メモリにより保持された前記
生体信号をデータ処理して、前記表示部に波形表示する
ように構成したことを特徴とする（請求項１）。
【００１０】この場合、前記表示部には、患者の個人情
報を表示する患者個人情報表示領域と、生体信号を表示



(4) 特開２００３－１５３８６４

10

20

30

40

50

5
するための生体信号波形表示領域と、前記生体信号を前
記特定処理部において所要の処理方式でデータ処理する
選択操作をするための選択表示領域とを設け、操作部に
よって前記選択表示領域に表示された所要の処理方式を
選択操作することにより、前記特定処理部において選択
された処理方式により、前記データ保持メモリにより保
持された前記生体信号をデータ処理して、前記生体信号
波形表示領域に波形表示するように構成することができ
る（請求項２）。
【００１１】前記処理部における生体信号を前記表示部
に波形表示させるためのデータ処理方式は、帯域除去フ
ィルタ、低域除去フィルタ、低域通過フィルタ、筋電除
去フィルタ、ハムフィルタまたは体動除去フィルタのう
ち少なくともいずれか１つによりデータ処理するよう構
成することができる（請求項３）。
【００１２】前記処理部における生体信号を前記表示部
に波形表示するためのデータ処理方式は、指定された波
形個所間の時間長さまたは指定された波形個所の物理量
を即時に演算し、前記表示部は、前記時間長さまたは物
理量を表示するよう構成することができる（請求項
４）。
【００１３】前記表示部は、患者に施された処置または
処方を表示し、前記データ保持メモリに保持された前記
生体信号は、前記処置または処方が患者に施された時点
と関係付けられて保持され、前記処理部は、前記操作部
により前記処置または処方のうち特定の処置または処方
が指定されることにより、前記特定の処置または処方が
施されたじてんにおける前記生体信号を、前記表示器に
表示させるように処理することができる（請求項５）。
【００１４】また、前記処理部における生体信号を前記
表示部に波形表示するためのデータ処理方式は、前記生
体信号波形表示領域内の生体信号を拡大または縮小する
データ処理を行うよう構成することができる（請求項
６）。
【００１５】さらに、前記データ保持メモリにおいて保
持する前記生体信号は、デジタル信号とすることを特徴
とする（請求項７）。
【００１６】一方、前記生体信号は、心電図信号、脈波
信号、または脳波とすることができる（請求項８）。
【００１７】
【発明の実施の形態】次に、本発明に係る電子カルテシ
ステムの実施例につき、添付図面を参照しながら以下詳
細に説明する。
【００１８】図１は、本発明に係る電子カルテシステム
において表示させる生体信号を計測するための計測装置
の一実施例を示す概略ブロック系統図であり、図２は、
本発明に係る電子カルテシステムの主要システム構成の
一実施例を示す概略ブロック系統図である。すなわち、
図１において、参照符号１０ａ、１０ｂは生体信号検出
部であって、それぞれ心電図測定電極部１０ａと、脈波
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測定プローブ１０ｂとを示す。そして、前記生体信号検
出部１０ａ、１０ｂでそれぞれ検出された生体信号を波
形表示するための処理部として、前記心電図測定電極部
１０ａに対しては差動増幅器１２、フィルタ１３および
Ａ／Ｄ変換器１４を介してマイクロコンピュータ１８が
接続され。また、前記脈波測定プローブ１０ｂに対して
はフィルタ１５およびＡ／Ｄ変換器１６を介してマイク
ロコンピュータ１８が接続されている。
【００１９】さらに、前記マイクロコンピュータ（処理
部）１８には、前記生体信号をデータとして記憶保持す
るためのデータ保持メモリ２０と、前記生体信号の波形
を表示するための表示部２２が設けられている（図１参
照）。
【００２０】次に、図２を参照して、電子カルテシステ
ムの主要システム構成について説明する。すなわち、図
２において、参照２００はデータ保持メモリであり、患
者情報（電子カルテ情報）が各患者毎にファイルとして
保持されている。また、データ保持メモリ２００には、
前期計測装置のデータ保持メモリ２０に保持された生体
信号の経時的データ（波形データ）等が、メモリカード
等の記録媒体を介在させて、あるいは院内ＬＡＮを経由
して、取り込みないし送信され、各患者毎にファイルと
して保持されている。
【００２１】また、参照符号１８０は処理部を示し、こ
の処理部１８０はマイクロコンピューテタ等で構成さ
れ、データ保持メモリ２００と、このデータ保持メモリ
２００に保持されている患者情報（電子カルテ情報）や
波形データを表示するための表示部２２０と、生体信号
の表示形態の操作および患者情報（電子カルテ情報）を
操作（入力・変更等）するための操作部２４０とが接続
されている。
【００２２】このように構成された本実施例における電
子カルテシステムにおいては、前記表示部２２０におい
て、電子カルテ画面３０として、例えば図３に示すよう
なフォーマットを設定することができる。すなわち、図
３においては、ファイル／表示欄３１が設けられ、次い
で患者個人情報としての患者氏名３２ａ、ＩＤ番号３２
ｂ、性別３２ｃ、診断・症状３３、検査種別３４ａ、検
査日時３４ｂ、病履歴３５、処置・処方３６等を表示す
る表示・記入欄からなる患者個人情報領域３８が設けら
れる。
【００２３】前記患者個人情報領域３８と関連して、前
記表示部２２０には、生体信号を波形表示するための生
体信号波形表示領域４０が設定される。図示例において
は、前記生体信号波形表示領域４０に、心電図波形表示
領域４０ａと脈波波形表示領域４０ｂとがそれぞれ設定
されている。なお、生体信号としては、他に脳波等、種
々の生体情報を表示させてもよい（図３参照）。
【００２４】前記表示部２２０には、前記生体信号波形
表示領域４０に表示される生体信号波形について分析す



(5) 特開２００３－１５３８６４

10

20

30

40

50

7
るために、必要なデータ処理を行うことができる選択可
能なデータ処理操作を行うための選択表示領域４２が設
定される。本実施例においては、交流障害（ハム）によ
るノイズを除去するためのハムフィルタ処理操作を選択
するための「ハムフィルタ」選択表示部４２ａと、体動
によるノイズを除去するための体動除去フィルタ処理操
作を選択するための「体動除去フィルタ」選択表示部４
２ｂが設定されている。また、前記選択表示領域４２に
は、前記生体信号波形表示領域４０に表示される生体信
号波形を、適宜拡大または縮小処理操作を行うための
「拡大」選択表示部４３ａと「縮小」選択表示部４３ｂ
とが、それぞれ設定されている。
【００２５】なお、前記表示部２２０の生体信号波形表
示領域４０に表示される生体信号波形を分析するため
の、必要なデータ処理方式については、操作部２４０と
して、例えばカーソルによって「ハムフィルタ」選択表
示部４２ａおよび／または「体動除去フィルタ」選択表
示部４２ｂを選択可能とし、マイクロコンピュータ１８
０において、カーソルにより選択されたフィルタによっ
て、経時的数値データである生体信号を処理するように
構成することができる（図３参照）。
【００２６】その他、帯域除去フィルタ、低域除去フィ
ルタ、低域通過フィルタ、筋電除去フィルタ等の選択表
示部を設けて、それらのフィルタにより、処理するよう
に構成してもよい。
【００２７】また、前述した実施例においては、所要の
データ処理の選択操作を行うための手段として、前記表
示部２２０に選択表示領域４２を設定して、それぞれ所
要のデータ処理の選択操作を行うように構成した場合を
示したが、前記表示部２２０に選択表示領域４２を設け
ることなく、操作部２４０において直接所要のデータ処
理を選択実行するように構成することも可能である。
【００２８】なお、経時的数値データである生体信号を
データ保持メモリ２００に保存し、操作者に任意にフィ
ルタを選択できるようにした利点は、フィルタの種類に
よって、フィルタ処理された生体信号の波形の歪みが異
なってくるため、病症を示唆する微細な波形の変形部分
が歪まない適切なフィルタを選択し、処理することがで
きることにある。この点に関し、従来技術である紙でプ
リントアウトされスキャナされた生体信号波形あるいは
ＪＰＥＧ形式で保存された生体信号波形では、このよう
な処理は不可能である。
【００２９】さらに、処置・処方３６に表示される処置
ないし処方は、その患者に施された時刻がデータ保持メ
モリ２００に保持された生体信号と関連付けられるよう
にして保持するようにすることができる。そして、操作
部２４０により、カーソルで特定の処置・処方３６を指
定すると、その指定された処置・処方が施された時点に
おける生体信号が、生体信号波形表示領域４０に表示さ
れるように、マイクロコンピュータ１８０で処理させる

8
ことも可能である（図３参照）。
【００３０】次に、前述した本実施例に係る電子カルテ
システムの表示部２２０に表示された波形の処理操作に
ついて説明する。
【００３１】図４は、前記表示部２２０に心電図波形を
拡大して表示した場合における、波形の処理操作例を示
すものである。すなわち。図４においては、心電図の標
準肢誘導の第Ｉ誘導波形（上段側）と第II誘導波形（下
段側）とを波形表示したものである。この場合、操作部
２４０を用い、第Ｉ誘導波形のＱＲＳの終了部に、縦軸
基線（参照カーソル）Ｘ1 としてカーソルを一致固定さ
せ、次いでＱＲＳの開始部に、縦軸基線（基準カーソ
ル）Ｘ2 および横軸基線Ｙ2 としてカーソルを移動させ
る。これにより、マイクロコンピュータ１８０による演
算により、ＱＲＳの幅とＳＴの接合部（Ｊ点）における
値（ＳＴｊ）をそれぞれ計測するものである。この場
合、前記表示部２２０には、「０．１６ｍＶ、１００ｍ
ｓ」として、前記ＳＴｊの値（０．１６ｍＶ）と、ＱＲ
Ｓの幅（１００ｍｓ）とをそれぞれ表示させる。これ
は、データ保持メモリ２００において保存されるデータ
が、経時的時間情報を伴う経時的数値データであるの
で、このような演算処理がマイクロコンピュータ１８０
により可能なのである。従って、このような表示結果に
基づいて、前述した生体信号の異常状態の波形診断手法
により、患者の病態や疾患の迅速な解明を容易に達成す
ることができる。なお、これらの点に関し、従来技術で
ある紙でプリントアウトされスキャナされた生体信号波
形あるいはＪＰＥＧ形式で保存された生体信号波形で
は、このような処理は容易ではない。
【００３２】また、図４に示す波形の処理操作例によれ
ば、前記カーソルの移動によって、第Ｉ誘導波形（上段
側）と第II誘導波形（下段側）との同期時点同士の確認
も容易に行うことができ、患者の病態や疾患の解明に対
する多角的な処理操作を簡便に実現することができる。
【００３３】一方、図５は、前記表示部２２０に心電図
波形を拡大して表示した場合における、波形の別の処理
操作例を示すものである。すなわち。図５においては、
表示部２２０に表示された波形の測定間隔を、任意の等
間隔に設定し得るカーソル（デバイダ）Ｙ3 により、Ｐ
Ｒの間隔で等間隔カーソルＹ3 を合わせて、Ｐ－Ｐ間隔
の確認を行うものである。この場合、前記表示部２２０
には、「ＨＲ：７５、７９５ｍｓ」として、心拍数換算
値（７５／分）と、測定間隔（７９５ｍｓ）とをそれぞ
れ表示することができる。また、デバイダは、等間隔の
縦線が表示されるので、特定のＰ－Ｐ間隔と、それと隣
接するＰ－Ｐ間隔との、長短の比較も容易となる。これ
は、データ保持メモリ２００において保存されるデータ
が、経時的時間情報を伴う経時的数値データであるの
で、このような演算処理がマイクロコンピュータ１８０
により可能なのである。従って、不整脈の診断等につい
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ては、特に有効である。そして、このような表示結果に
基づいて、患者の病態や疾患の迅速な解明を容易に達成
することができる。なお、以上の点に関し、従来技術で
ある紙でプリントアウトされスキャナされた生体信号波
形あるいはＪＰＥＧ形式で保存された生体信号波形で
は、前述したような処理は容易ではない。
【００３４】以上、本発明の好適な実施例について説明
したが、本発明は前記実施例に限定されることなく、本
発明の精神を逸脱しない範囲内において多くの設計変更
を行うことができる。
【００３５】
【発明の効果】前述した実施例から明らかな通り、本発
明に係る電子カルテシステムによれば、生体信号をデー
タ保持するデータ保持メモリと、患者の個人情報の表示
と共に生体信号を波形表示する表示部と、前記表示部に
前記生体信号を波形表示するためのデータ処理を行う処
理部と、前記表示部における前記生体信号の表示形態を
操作する操作部と、を具備する電子カルテシステムにお
いて、前記処理部には、前記生体信号をそれぞれ所要の
処理方式によりデータ処理する特定処理部を備え、前記
操作部を介して特定処理部において選択された処理方式
により前記データ保持メモリにより保持された前記生体
信号をデータ処理して、前記表示部に波形表示する構成
としたことにより、記憶保持された生体信号に基づい
て、生体信号の波形処理ないし波形解析を簡便かつ迅速
に行うことができ、被検者の病態や疾患の迅速な解明と
適正な診断および所見の開示並びに被検者に対する迅速
かつ適確な治療ないし投薬等の処置を行うことができ
る。
【００３６】また、本発明に係る電子カルテシステムに
おいては、前記表示部には、患者の個人情報を表示する
患者個人情報表示領域と、生体信号を表示するための生
体信号波形表示領域と、前記生体信号を前記特定処理部
において所要の処理方式でデータ処理する選択操作をす
るための選択表示領域とを設け、操作部によって前記選
択表示領域に表示された所要の処理方式を選択操作する
ことにより、前記特定処理部において選択された処理方
式により前記生体信号をデータ処理して、前記生体信号
波形表示領域に波形表示するよう構成することにより、
生体信号の波形処理ないし波形解析の処理操作をより一
層簡便にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子カルテシステムにおいて表示
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させる生体信号を計測するための計測装置の一実施例を
示す概略ブロック系統図である。
【図２】本発明に係る電子カルテシステムの主要システ
ム構成の一実施例を示す概略ブロック系統図である。
【図３】本発明に係る電子カルテシステムにおける表示
部のそれぞれ表示領域を示す電子カルテのフォーマット
図である。
【図４】本発明に係る電子カルテシステムによる表示部
に表示された波形の処理操作例を示す説明図である。
【図５】本発明に係る電子カルテシステムによる表示部
に表示された波形の別の処理操作例を示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１０ａ  心電図測定電極部
１０ｂ  脈波測定プローブ
１２  差動増幅器
１３  フィルタ
１４  Ａ／Ｄ変換器
１５  フィルタ
１６  Ａ／Ｄ変換器
１８、１８０  マイクロコンピュータ（処理部）
２０、２００  データ保持メモリ
２２、２２０  表示部
２４０  操作部
３０  電子カルテ画面
３１  ファイル／表示欄
３２ａ  （患者氏名）表示・記入欄
３２ｂ  （ＩＤ番号）表示・記入欄
３２ｃ  （性別）表示・記入欄
３３  （診断・症状）表示・記入欄
３４ａ  （検査種別）表示・記入欄
３４ｂ  （検査日時）表示・記入欄
３５  （病履歴）表示・記入欄
３６  （処置・処方）表示・記入欄
３８  患者個人情報領域（波形以外）
４０  生体信号波形表示領域
４０ａ  心電図波形表示領域
４０ｂ  脈波波形表示領域
４２  選択表示領域
４２ａ  「ハムフィルタ」選択表示部
４２ｂ  「体動除去フィルタ」選択表示部
４３ａ  「拡大」選択表示部
４３ｂ  「縮小」選択表示部
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